
　

七
尾
市
は
、古
く
か
ら
能
登
半

島
の
中
核
都
市
と
し
て
、特
に
港

を
中
心
に
商
業
や
文
化
の
中
心

地
と
し
て
栄
え
て
き
た
。

　

昭
和
20
年
の
終
戦
か
ら
8
年

が
経
過
し
た
こ
ろ
、町
村
合
併
促

進
法
が
制
定
さ
れ
た
こ
と
で
、昭

人
口
の
過
去
と
未
来
か
ら
見
え
て
く
る
こ
と

過
去
を
知
り
、現
在
を
理
解
し
、次
へ・・・

七
尾
市
の
過
去
・
現
在
・
そ
し
て
未
来…
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知
っ
て
ま
す
か
？

今
の
七
尾
は

こ
ん
な
と
こ
ろ
。

出生
1日に0.93人

死亡
1日に2.20人

婚姻
1日に0.58組

離婚
1日に0.24組

家族
2.66人

転入
1日に3.40人

転出
1日に4.30人1日に58.5t

ごみの排出量市の予算

市民一人あたり

116万7870円

1世帯
あたり

和
29
年
に
旧
七
尾
市
、田
鶴
浜

町
、中
島
町
が
誕
生
。そ
し
て
翌

年
の
昭
和
30
年
に
能
登
島
町
が

誕
生
し
た
。

　

そ
の
５
年
前
の
昭
和
25
年
、七

尾
市
の
人
口
は
、7
万
６
千
２
５

５
人
に
達
し
、史
上
最
大
の
人
口

を
記
録
し
た
。

　

し
か
し
、昭
和
25
年
を
ピ
ー
ク

に
、年
平
均
約
3
１
２
人
ず
つ
減

少
し
、平
成
26
年
11
月
30
日
現

在
、5
万
6
千
２
５
７
人
と
な
っ

て
い
る
。ピ
ー
ク
時
か
ら
1
万
９

千
９
９
８
人
も
減
少
し
た
こ
と

に
な
る
。

　

こ
れ
か
ら
の
七
尾
市
の
人
口
は

ど
う
な
っ
て
い
く
の
だ
ろ
う
か
。

　

現
在
の
七
尾
市
は
、自
然
動
態

や
社
会
動
態
に
歯
止
め
が
効
か

な
い
。

　

自
然
動
態
で
は
、平
成
7
年
か

ら
減
少
が
続
き
、平
成
25
年
に
は

出
生
が
３
３
８
人
に
対
し
、死
亡

は
８
０
３
人
、差
し
引
く
と
４
６

５
人
の
減
少
と
な
っ
て
い
る
。

－18,187人
　

ま
た
、社
会
動
態
で
は
、転
入

が
１
２
４
２
人
に
対
し
、転
出
は

１
５
６
８
人
、差
し
引
く
と
３
２

６
人
の
減
少
と
な
っ
て
い
る
。自

然
動
態
と
社
会
動
態
を
合
わ
せ
、

年
間
７
９
１
人
が
減
少
と
な
り
、

今
後
も
加
速
す
る
と
予
想
さ
れ

て
い
る
。

　

ま
た
、少
子
高
齢
化
も
急
速
に

進
ん
で
い
る
。年
少
人
口
で
は
、

昭
和
60
年
に
１
万
５
千
１
８
４
人
、

平
成
22
年
に
は
６
９
３
３
人
で
、

８
２
５
１
人
の
減
少
。老
年
人
口

で
は
、昭
和
60
年
に
９
９
６
３
人
、

平
成
22
年
に
は
１
万
７
千
１
２

７
人
で
、７
１
６
４
人
の
増
加
と

な
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、他
に
も
人
口
が
減
少

し
て
い
る
要
因
が
あ
る
。子
ど
も

た
ち
は
高
校
卒
業
後
、進
学
希
望

が
増
え
て
い
る
。七
尾
市
に
は
大

学
や
短
期
大
学
が
な
い
た
め
、都

会
へ
行
く
若
者
が
増
え
る
現
状

が
あ
る
。ま
た
、都
会
へ
進
学
し

た
子
ど
も
た
ち
や
高
校
を
卒
業

し
た
子
ど
も
た
ち
が
、都
会
へ
の

就
職
希
望
も
増
え
て
い
る
。つ
ま

り
、七
尾
市
で
生
ま
れ
育
っ
た
子

ど
も
た
ち
が
成
人
し
て
も
七
尾

市
に
帰
っ
て
来
な
い
傾
向
が
生

ま
れ
て
い
る
。

　

七
尾
市
で
は
、交
流
人
口
を
拡

大
し
、経
済
効
果
を
期
待
す
る
取

り
組
み
や
移
住
定
住
の
促
進
な

ど
、人
口
減
少
対
策
と
し
て
い
ろ

い
ろ
な
施
策
を
行
っ
て
い
る
が
、

効
果
が
表
れ
る
ま
で
に
は
時
間

が
必
要
で
あ
る
。

　

そ
う
い
っ
た
現
状
を
踏
ま
え
、

市
民
一
人
一
人
が
こ
れ
か
ら
の

七
尾
市
を
ど
う
考
え
、行
動
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か

を
考
え
て
み
た
い
。

※
1  

自
然
動
態
と
は
、一
定
期
間
に
お
け

　
　
る
出
生
・
死
亡
に
伴
う
人
口
の
動
き
。

※
2  

社
会
動
態
と
は
、一
定
期
間
に
お
け

　
　
る
転
入
・
転
出
に
伴
う
人
口
の
動
き
。

※
3  

年
少
人
口
と
は
、0
歳
か
ら
14
歳
ま

　
　
で
の
人
口
。

※
4  

老
年
人
口
と
は
、65
歳
以
上
の
人
口
。

七尾市の
人口推計

（昭和20年は国勢調査を実施していません。昭和22年に実施しました。）

※
1

※
2

※
3

※
4

11.0％

54.1％

34.9％％

9.2％

47.1％

43.7％

47

％

※参考資料　平成25年3月国立社会保障・人口問題研究所将来推計人口 ※参考資料　平成25年3月国立社会保障・人口問題研究所将来推計人口
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